
 

２０２４年１月１７日（水）第三水曜祈祷会 

マタイの福音書８章１～１７節 

『救われて、きよめられ』 

 

【序】 ＊山上の説教を終えられて、山から下りて来られた。説教から実践的行動へ。 

①マタイ８―９章を通して、９つの奇跡が三つずつまとめて記されている。（     ）である証拠。 

②イエスさまは当時のユダヤ社会で疎外されている人々を癒された（       、     、   ）。 

③イエスさまの癒しは、霊的癒しの象徴、天の御国の到来、旧約聖書の預言の（   ）であった。 

 

【観察と黙想】  

１．「ツァラアトの癒し」（１～４節） ＊「ツァラアト」は肉体的にも宗教的にも汚れた病（レビ記 13章） 

①ツァラアトに冒された人は、どんな思いで「お心一つで…」と言ったのですか。 

→ 

②イエスさまは彼をどのように癒されましたか。そこにはどんな意味がありましたか。 

→ 

③イエスさまはなぜ彼に「だれにも話さないように気をつけなさい」と言われたのですか。 

→ 

 

２．「百人隊長の信仰」 ＊百人隊長はローマ軍の軍人、百人を指揮する隊長。異邦人。 

①百人隊長は、なぜ「あなた様を私の屋根の下にお入れする資格がない」と言ったのですか。 

→ 

②百人隊長はなぜ「ただ、おことばをください」と言ったのですか。 

→ 

③イエスさまの「これほどの信仰を見たことがない」という言葉にはどんな意味がありましたか。 

→ 

 

３．「ペテロの姑の癒し」 ＊この時、イエスさまはカぺナウムを中心に活動していた。 

①「ペテロの姑」という言葉は何を表していますか。 

→ 

②イエスさまは姑の手に触れて癒されたことにはどんな意味がありますか。 

→ 

③ペテロの姑が「イエスをもてなした」ことにはどんな意味がありますか。 

→ 

 

まとめ： 

  ①イエスさまのもとに来るときには何が必要なのでしょう。 

  ②イエスさまが言われた「あなたの信じたとおりになるように」は、何を教えていますか。 

  ③私たちが救われて、癒されたことには、どんな神の目的があるのでしょう。 


